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＊編集の都合上，変更になることがあります

●今回のあとがきは，特集に協力いただいた先生方への感謝
の言葉しかありません。査読の重要性，デリケートさ，可能
性，いろいろなことを改めて身体で実感しました。萱間真美
先生，グレッグ美鈴先生，研究班の先生方，模擬査読用に作
成された査読コメントを提供してくださった先生方，そして
グレッグ先生の論文転載を快諾いただいた『日本看護学教育
学会誌』編集委員会の先生方，ならびにその論文の査読プロ

セスをグレッグ先生に紹介いただくことを快諾いただいた査
読者の先生など…。この場を借りて，心より御礼申し上げま
す。本当にありがとうございました。多くの方に協力いただ
けたのも，すべては，看護学の発展のためにという共通の思
いに尽きるのだろうと思います。査読は今後も取り上げたい
と思います。読者の皆様，そのときはどうかぜひ，知恵と力
をお貸しください。� （小長谷）

特集
看護研究における開かれた対話の意味
看護研究における開かれた対話とは　坂下玲子
未来語りダイアローグとは何か　T.E. Arnkil ／訳：那須潤子
未来語りダイアローグの背景と意義　川田美和
未来語りダイアローグがうみだす力─実践の試み　近澤範子
開かれた対話の重要性　竹端寛

連載●
専門看護師 CNSとは何か・5　春木ひかる／井部俊子／大生定義／村上靖彦
理論構築を学ぶ─看護現象から知を生むために・8　福田正道，武内玲／坂下玲子
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